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【市民のご意見】 
　平成21年11月に、地元区長や学校関係者などから伊美
小学校児童等の通学路 [ 市道オレンジ道路国見線（野田
～東中区間）] の安全確保のために、歩道設置の要望書が
市役所に提出されていました。

【市の対応】 担当部署：建設課
　現地踏査の結果、ご要望の箇所は通勤時間帯には車両
の通行が多く、路肩も狭いため、児童の通学路として危険
な状況であると判断し、平成23年度から設計及び歩道用
地買収に着手しました。

　平成26年2月に通学路部分（465ｍ）の歩道が完成し、児
童が安全に通学できるようになりました。

※雨天時は特に、車・歩行者とも視界が悪く危険でした

問い合わせ　秘書課　☎ 0978 − 72 − 1111( 内線 204)

　
３
月
12
日
は
、
早
春
に
相
応
し
い
、
明
る
い
陽
光
に
満
ち
た
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
寺
山
区
の
丘
の
中
腹
に
あ
る
三
河
家
の
墓
前
で
、
菩
提
寺
の
ご
住
職
の
読
経
の
声

が
静
か
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
父
の
四
十
九
日
法
要
と
納
骨
に
参
列
し
た
親
族
が
そ

れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
線
香
を
持
ち
、
順
番
に
お
参
り
を
し
て
い
き
ま
す
。
納
骨
の
時
、

三
百
近
い
小
石
を
納
骨
室
の
床
に
敷
き
、
そ
の
上
に
骨
壺
を
そ
っ
と
お
き
ま
し
た
。
そ

の
小
石
に
は
、
般
若
心
経
の
経
文
の
文
字
が
一
字
一
字
書
い
て
あ
る
の
で
す
。

　
も
う
、35
～
36
年
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
時
、父
は
新
し
い
「
三

河
家
の
墓
」
を
海
の
見
え
る
丘
の
中
腹
に
作
り
ま
し
た
。
七
日
毎
の
祖
父
の
法
要
に

来
て
く
だ
さ
る
菩
提
寺
の
老
僧
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
で
す
。「
新
し
い
墓
に
納

骨
す
る
と
き
、
小
石
を
拾
っ
て
き
て
般
若
心
経
の
文
字
を
一
字
一
字
書
い
て
、
そ
の
石

を
納
骨
室
の
床
に
敷
く
と
よ
い
で
す
よ
。」
私
は
、
父
と
相
談
し
て
、
富
来
浦
の
海
岸

で
文
字
を
書
き
や
す
い
小
石
を
拾
っ
て
き
ま
し
た
。
般
若
心
経
は
二
百
六
十
余
文
字
。

私
が
拾
っ
て
き
た
三
百
近
い
小
石
を
綺
麗
に
洗
い
、
乾
か
し
て
、
父
が
一
文
字
一
文
字
、

観
、
自
、
在
、
菩
、
薩
…
と
書
い
て
い
き
ま
し
た
。
父
は
几
帳
面
で
、
筆
で
綺
麗
な
楷

書
の
字
を
書
き
ま
す
。

　
四
十
九
日
の
法
要
が
終
わ
り
、
納
骨
の
時
、
骨
壺
を
抱
い
て
墓
地
ま
で
の
ぼ
り
、

老
僧
の
読
経
の
流
れ
る
中
、納
骨
室
の
床
に
お
経
を
書
い
た
小
石
を
丁
寧
に
敷
き
つ
め
、

そ
の
上
に
父
が
祖
父
の
骨
壺
を
静
か
に
置
き
ま
し
た
。
何
と
な
く
心
の
落
ち
着
く
厳

か
な
納
骨
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
12
年
前
、
祖
母
が
94
歳
で
他
界
し
ま
し
た
。
こ
の
時
も
私
は
海
岸
に
行
き
、

小
石
を
拾
い
ま
し
た
。
今
度
は
父
が
文
字
を
書
く
横
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
で
あ
っ
た

私
も
小
石
に
般
若
心
経
の
文
字
を
書
き
ま
し
た
。
字
の
下
手
な
私
で
す
が
、ゆ
っ
く
り
、

ゆ
っ
く
り
、
色
々
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
書
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
今
度
は
そ
の
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
今
度
も
私
は
妻
と
近
く
の
海
岸
に
行
き
、

渚
を
歩
き
な
が
ら
小
石
を
拾
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
拾
っ
て
き
た
小
石
に
自
分
で
般

若
心
経
二
百
六
十
余
文
字
を
書
き
ま
し
た
。
期
限
ぎ
り
ぎ
り
で
し
た
が
何
と
か
書
き

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
人
生
は
順
繰
り
だ
な
あ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
最
近
思
う
の
で
す
。

私
の
時
は
、
果
た
し
て
誰
が
書
い
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
。

　
納
骨
の
日
に
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２
月
23
日
夜（
日
本
時
間
24
日
未
明
）、
７
競
技

98
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
観
て
い
る

人
々
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
雪
と
氷
の
冬

の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典「
ソ
チ
冬
季
五
輪
」（
ロ
シ
ア

南
部
の
ソ
チ
で
開
催
）
が
、
17
日
間
の
熱
戦
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

閉
会
式
で
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
I
O
C
）の
ト
ー
マ
ス
・
バ
ッ
ハ
会
長（
ド

イ
ツ
）
は
、「
選
手
村
の
一
つ
屋
根
の
下
で

過
ご
し
、
あ
な
た
た
ち
は
、
平
和
で
、
寛
容

で
、
尊
重
し
合
う
社
会
を
ソ
チ
か
ら
世
界
中

へ
発
信
し
て
く
れ
た
。
対
立
、
弾
圧
、
暴
力

の
中
に
あ
る
皆
さ
ん
に
、
対
話
と
平
和
の
五

輪
精
神
を
届
け
た
い
」と
選
手
を
た
た
え
た
。

（
２
月
25
日
　
毎
日
新
聞
朝
刊
よ
り
引
用
）

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

は
、
単
に
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
勝
敗
を
決
定
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
お
互
い
を
受
け
入
れ
、
互
い
に
尊
重
す

る
こ
と
が
大
切
な
場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
目
的
や
理
念
を
定
め
た『
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
憲
章
』と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
憲
章

で
は
、
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
を
人
類
の
調
和
の
と
れ
た
発
達

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
そ
の
目
的

は
、
人
間
の
尊
厳
保
持
に
重
き
を
置
く
、
平

和
な
社
会
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。

・
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
は
人
権
の
一
つ
で

あ
る
。
す
べ
て
の
個
人
は
い
か
な
る
種
類
の

差
別
も
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
に
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
機
会
を
与
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
、
友
情
、
連
帯
そ
し

て
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
に
基
づ
く
相
互
理

解
が
求
め
ら
れ
る
。

・（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
使
命
と

役
割
は
）男
女
平
等
の
原
則
を
実
行
す
る
た

め
の
観
点
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
と
組
織

に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
女
性
の
地
位

向
上
を
奨
励
・
支
援
す
る
こ
と
。
　
　
　
　

『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
　
一
部
抜
粋
』

　
昨
年
の
９
月
、『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
』の
表
示
と
と
も

に
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
日
本
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、

日
本
中
が
感
動
し
ま
し
た
。し
か
し
そ
の
一
方
で
、

我
が
国
の
現
状
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
様
々
な

差
別
・
偏
見
、
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
を
一
つ
の

契
機
と
し
、あ
ら
た
め
て
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

平
和
を
願
い
人
権
問
題
と
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。　

文
責
　
社
会
教
育
課
　
岡
原
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
人
権

　
☆
子
犬
き
て
会
話
が
は
ず
む
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
国
東
町
　
重
　
吉
　
喜
一
郎

　
☆
誕
生
日
家
族
で
祝
う
時
が
好
き

　
　
　
　
　
　
　
別
府
市
　
東
　
　
　
僚
　
子

～ 

第
７
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」
入
選
作
品 

～

市民の声を市政に反映！
　市役所にお寄せいただいた市民のご意見の中で、対応できたことの一部を報告します。

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
わ
た
し
た
ち
の
基
本

的
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も

し
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
は
救
済
を
図
る
と
と
も

に
、
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
、
次
の
５
名
の
方
が
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
藤
原
　
敏
郎
さ
ん（
国
東
町
鶴
川
）　
再
任

●
吉
武
　
祥
宏
さ
ん（
国
東
町
東
堅
来
）　
再
任

●
田
吹
　
眞
治
さ
ん（
国
東
町
岩
屋
）　
再
任

●
岡
原
　
益
子
さ
ん（
国
東
町
浜
）　
　
新
任

●
小
山
田
髙
己
さ
ん（
国
東
町
治
郎
丸
）　
新
任

（
任
期
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
）
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